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入学特集号

発行／佐野日本大学短期大学　　栃木県佐野市高萩町1297　電話（0283）21‐1200

本学は平成24年度㈶
短期大学基準協会によ
る第三者評価の結果、
適格と認定されました。

佐野日本大学短期大学学報
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理事長・学園長　浦田　奬

　新入生の皆さん、ご入学まことにおめでとうございます。
私たち学園関係者一同、皆さんを心より歓迎します。
　これから始まる学生生活への決意を新たにされている皆さ
んに、本学で過ごす２年間、心掛けてほしいことについてお
話しします。
　現在、明治期以来の大転換と言われる教育改革が行わ
れています。2020年度実施の大学入学共通テストでは「思
考力」「判断力」「表現力」が、大学個別試験は「主体性」
「多様性」「協働性」への対応等が試されます。グローバ
ル化が急速に進む今、主体的に問題を発見し解決する能力
を育成する「アクティブ・ラーニング」の導入と、その実践
的教育法の研究・開発は高等教育を含め、各教育機関に
おいて優先課題となっています。この背景には、社会のグロー
バル化やAIやロボット等の出現による、産業構造や就業構
造転換への対応があります。国境を越えた人材交流がます
ます盛んになる一方で、今は人間によって行われている仕事
の約4割はAIやロボットに代替されてしまうという予想もあ
ります。海外の人材やコンピュータと仕事を奪い合うという、
これまで想像もできなかった社会の到来が目前に迫っている
のです。
　明治時代初期、近代法制の整備に尽力することで「国づ
くり」に多大な貢献を果たされた山田顕義先生が創立され
た日本大学は、1949年、「日本大学の目的及び使命」を
制定しています。そこでは「目的」として「自主創造」、す
なわち「自ら学び、人生を自ら積極的に切り拓いていく」と
いう姿勢、「使命」として「心身ともに健全な文化人を育成」、
すなわち人格の向上を掲げています。これらは現代の厳しい
情勢の中、これからの社会を逞しく生き抜くための貴重な指
針ではないでしょうか。
　新入生の皆さん、この日本大学の「目的と使命」を心に
刻み、「自主創造」の精神で積極的に挑戦を続けてください。
そして己を磨く努力を重ねてください。そうすれば、このグロー
バル化による国際競争の渦の中にあっても、皆さんは逞しく
未来を切りひらく有為な人材へと成長できるはずです。その
ような学生生活を送られた皆
さんが将来、この佐野の地か
ら日本に、そして世界へと大
きく羽ばたいていくことを期待
して、私からのお祝いと励ま
しの言葉といたします。

自主創造の精神で、
人格を磨く学生生活を

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。心からお
祝いの言葉を申し上げます。
　本学の優美で品格がある建物の外観は、私が好きなケン
ブリッジやオックスフォードのカレッジの建物に似ています。
　希望に溢れ、夢の実現を目指す新入生を、佐野日本大
学短期大学にお招きし、気持ちが引き締まる思いです。我々
教職員も心を一つにして頑張りたいと思います。
　今や春です。草木は、冬の寒さを忘れたかのように、一
斉に芽を出して、その生命を花開かせています。目にまばゆ
いほどの光景は、新入生の姿に似ています。
　新入生の皆さんは、春を待って花咲く草木のように、自ら
の夢と可能性を、この学び舎で育むことになります。本学は、
皆さんの自主性を重んじます。自ら選択した専門分野を極め
深めてください。様々な資格やスキルが取得可能ですから、
各フィールドの専門科目だけで満足することなく、将来を見
据えて、色々な分野に挑戦してください。そして、地域社会
で真に求められる幅広い教養と専門知識を併せ持つ立派な
社会人をめざして努力してください。
　ところで、本学は、昨年の4月から、佐野日本大学短期
大学と名称変更をしています。文字どおり日本大学の系列校
となりましたので、将来の日本を背負う意欲のある皆さんは、
日本大学への編入が可能です。是非、4年制学部への編入、
さらには大学院への進学も志してみてください。
　昨年度から、日本語別科を創設して、外国人の受け入れ
にも力を注いでいます。
　本学は、心構えとして、「想う人、考える人、行う人を創
る」という自主創造の教育理念を掲げています。自ら課題を
見つけ、取り組み、答えを引き出す姿勢は、学生のみなら
ず社会人に必要不可欠な心構えです。
　新入生の皆さんをグローバル社会で活躍する人材とする
ために、本学は地域と連携をします。地域にしっかり根ざす
と、世界が見えてきます。地域の歴史、伝統、文化につい
ても広く学び、日本人としての教養を身につけ、世界へ船出
してください。
　日本大学の学祖山田顕義先生は、吉田松蔭が興した松
下村塾の門下生でした。最後の弟子である山田学祖に、吉
田松蔭先生は「立志は特異を尊ぶ」という言葉を与えます。
「志」を実践して、その成就に精進しなさいと伝えます。山
田学祖は、吉田松蔭先生の言葉を座右の銘として生き、そ
して司法大臣となり、日本の近代化に邁進し、明治22年に
日本大学を創設しました。
　私も新入生の皆さんに、「志」を持つように望みます。志
を遂げるように、努力して欲しいと思います。本学で学んだ
知性を役立てて、実社会で活躍する人材に育って欲しいと
考えます。
　花のように個性を活かして、一人ひとりが美しく咲き誇っ
て欲しいと願っています。

学 長　佐藤　三武朗

自分を活かす
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人　　　　　事 ハラスメント相談員
（　　）は前任

　立川　聡子　　穂積　　元　　川副　　令
　髙橋登美子　　久保　由佳　　小竹　仁美
　堤崎　真里

　下記の教職員が相談に応じます。相談内容については
秘密を守り、相談者の不利益にならないよう充分に配慮
します。お気軽にご相談ください。

《新　任》
特任講師　　　　　吉田　志保　　戸井田睦美
　　　　　　　　　加藤　遼子
非常勤講師　　　　中岡　春人　　藤田　　智
　　　　　　　　　ヴァネッサ ･ ロペス
　　　　　　　　　荒井　佳子　　小松　　渡
　　　　　　　　　安達　真一　　近藤　真司
　　　　　　　　　廣澤　圭則　　安藤　　昇
　　　　　　　　　岡村　京子　　竹上　瑞穂
国際交流センター・日本語別科専任職員　鈴木　愛勇
学務課専任職員　　水島　優樹
医療事務メンタルヘルス非常勤実習助手　毛塚友香莉
学務課非常勤職員　芝宮　佑香

《昇格者》
教　授　　　　　　小竹　利夫（准教授）
教　授　　　　　　川副　　令（准教授）
特任准教授　　　　田村　　田（特任講師）
事務局長　　　　　星　　秀男（学生支援課）
事務局次長（兼）事務長（兼）別科事務長
　　　　　　　　　岸　洋一郎（事務長）
事務局次長（兼）入試広報室長
　　　　　　　　　石井　寿雄（入試広報室長）

《任用替え》
特別顧問　　　　　藤原　保利（特任教授）
専任講師　　　　　久保田隆範（特任講師）
特任准教授　　　　古川　貴子（准教授）
特任講師　　　　　岩田　　健（非常勤講師）
日本語別科特任講師　神山　憲一（別科非常勤講師）
非常勤講師　　　　國分　三郎（特任教授）
非常勤講師　　　　大室　精一（特任教授）
非常勤講師　　　　陳　　順和（特任教授）
非常勤講師　　　　篠崎　文子（常勤職員）

《異　動》
総務課長（兼）別科課長　中村　陽一（法人総務課長）
学生支援課長　　　飯塚　則章（総務課長）
法人総務課長補佐　　大木　啓輔（学務課主任）
法人会計課専任職員　森田　拓男（学生支援課専任職員）

静和カレッジバス時刻予定表　　
東武日光線 静和駅発 大学発

月～金

　８：３２
１０：００
１１：３０
１２：３５
１４：００
１５：００

１０：４５
１２：１５
１３：３０
１４：３０
１６：１０
１７：５０

※土曜日は運休となります。
※６時限目の帰りは「佐野万葉浪漫バス」と、JR線を利用して
ください。

※平成30年度
　春期運行予定

授 業 時 間
時　限 開　始 終　了

１ 　９：００ １０：３０
２ １０：４０ １２：１０

昼休み １２：１０ １２：５０
３ １２：５０ １４：２０
４ １４：３０ １６：００
５ １６：１０ １７：４０

（６） １７：５０ １９：２０
※なお、夏季・春季の休み中に、集中授業や実習が行われます。

【佐野駅】発車予定時刻表 【佐野短大】通過予定時刻表

お問合せ：関東自動車 佐野営業所 ℡0283-22-5311
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佐野万葉浪漫バス時刻表

右回り
相生町→佐野市文化会館→
アウトレット方面行

（ ）は、土曜日のみ運行

平 日 土・日・祝 平 日 土・日・祝
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総合キャリア教育学科［男女共学］

こども | 栄養士 | 介護福祉士 | 医療事務・メンタルヘルス | 英語コミュニケーション
観光ホスピタリティ | 社会福祉士 | ビジネスデザイン | 健康スポーツ

〒327-0821栃木県佐野市高萩町1297番地 TEL.0283-21-1200㈹ e-mail nyushi@sano-c.ac.jp

佐野日本大学短期大学
学校法人 佐野日本大学学園

進化する9フィールド

編入コース／公務員コース
日本大学文理学部社会福祉学科・国際関係学部等3年次編入

sanotanくわしくは「sanotan」で検索！！

●受付時間 午前9時　●開始時間 午前10時平成30年度 オープンキャンパス実施日程

5 26 土
7 21 土

6 10 日
7 29 日

6 30 土
8 19 日

オープンキャンパス

Ⅰ．はじめに
　学生相談室では、皆さんが楽しく充実した学生生活を
送れるように、いろいろな悩みや心配事を一緒に考え、
その解決のお手伝いをしています。
　どんな相談事でも構わないので、
気軽に訪ねてください。

Ⅱ．相談内容（秘密は固く守ります）
①自分の性格について………性格で悩んでいる・自分の
　　　　　　　　　　　　　ことをもっと知りたい。
②対人関係について…………友達とうまくいかない・恋
　　　　　　　　　　　　　人から暴力をふるわれる。
③大学生活について…………サークル活動・各種トラブ
　　　　　　　　　　　　　ル・事故など。
④経済的なことについて……学費が払えない・奨学金を
　　　　　　　　　　　　　借りたいなど。
⑤心身の健康について………やる気がおきない・眠れな
　　　　　　　　　　　　　い・頭痛や腹痛がする。
⑥将来について………………就職・編入学など進路につ
　　　　　　　　　　　　　いて迷っている。
⑦学業について………………授業が分からない・休学・
　　　　　　　　　　　　　退学など。

Ⅲ．学生相談室の場所
　相談室スタッフかクラス担任の先生
にお問い合わせください。

学生相 談 室 案内（平成30年度）

心理テストも
できます !

Ⅳ．相談室スタッフと研究室の場所

※授業と重なる場合は調整します。
※メールでの相談も受け付けています。
※相談室スタッフの対応可能な時間については、決まり
　次第、お知らせします。

Ⅴ．申し込み方法
　以下の方法で申し込んでください。
1 学生相談室か保健室、または上記の先生の研究室を訪

ねる。
2 メールまたは学生相談室（℡ 050-3116-1869 直通）へ

連絡する。

情報の公開：本学の取り組みとして、積極的な情報公開に務めております。一部の資料についてはホームページ等で閲覧が可能です。

大塚　登、大熊 信成、古川 貴子、岡泉 志のぶ、藤田　睦、久保 由佳、田村　田、石井 寿雄、大木 啓輔
学報編集委員

• 小竹仁美先生（kotake-h@sano-c.ac.jp）� 講義棟 3 階
• 板倉茂樹先生（itakura-s@sano-c.ac.jp）� 本館 2 階
• 小竹利夫先生（kotake-t@sano-c.ac.jp）� 講義棟 2 階
• 和田晴美先生（wada-h@sano-c.ac.jp）
� 社会福祉棟 2 階
• 秋山真奈美先生（akiyama-m@sano-c.ac.ip）
� 講義棟 3 階
• 大塚　登先生（otsuka-n@sano-c.ac.jp）� 本館 2 階
• 久保由佳先生（kubo-y@sano-c.ac.jp）
� 社会福祉棟 2 階
• 野中春奈先生（nonaka-h@sano-c.ac.jp）
� 栄養福祉棟 2 階


